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議
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改
革
に
関
す
る
集
落
懇
談
会
を
終
え
て

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
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〜
お
礼
と
こ
れ
か
ら
の
考
え
方
〜

議　

長 　

原　
　
　

嘉　
　

俊　

　

去
る　

月　

日
よ
り
村
内　

会
場

１０

１２

１４

で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
村
議
会

と
し
て
初
の
集
落
懇
談
会
に
は
、
村

民
の
み
な
さ
ま
に
は
夜
分
お
疲
れ
の

と
こ
ろ
を
ご
出
席
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

開
催
に
あ
た
り
会
場
の
ご
手
配
、
出

席
督
励
な
ど
何
か
と
ご
配
慮
い
た
だ

い
た
各
区
長
、
自
治
会
長
さ
ん
に
重

ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
二
百
名
を
越
え

る
み
な
さ
ま
の
出
席
を
い
た
だ
き
、

議
会
の
あ
り
方
も
運
営
、
村
政
へ
の

注
文
等
、
議
会
改
革
に
関
す
る
貴
重

な
ご
意
見
、
又
、
議
員
へ
の
叱
咤
激

励
な
ど
各
会
場
で
多
く
の
ご
発
言
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
改

革
検
討
に
十
分
生
か
す
べ
く
議
員
一

同
努
力
を
重
ね
ま
す
の
で
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
会
改
革
へ
の
取
組
に
つ
き
ま
し

て
は
、
懇
談
会
の
際
、
改
革
検
討
へ

の
基
本
的
な
考
え
方
と
検
討
経
過
を

概
略
ご
報
告
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し

て
村
民
の
方
々
に
と
っ
て
魅
力
あ
る

議
会
の
あ
り
方
を
は
じ
め
、　

項
目

１１

に
わ
た
る
検
討
内
容
に
つ
い
て
も
ご

報
告
い
た
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

と
り
わ
け
今
年
度
は
、
検
討
の
第

１
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
私
た
ち
議
会
で

の
出
さ
れ
た
意
見
、
考
え
方
を
ま
ず

村
民
の
み
な
さ
ま
に
ご
報
告
し
、
ご

意
見
を
う
か
が
こ
と
を
主
眼
と
し
て

き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
全
議
員
が
「
開
催
し

て
良
か
っ
た
」「
改
め
て
の
自
覚
と

勉
強
の
大
切
さ
」
な
ど
議
会
報
告
の

重
要
性
や
、
議
会
活
動
に
つ
い
て
村

民
に
知
っ
て
い
た
だ
く
努
力
の
必
要

性
を
改
め
て
確
認
し
た
次
第
で
す
。

　

私
達
は
、
今
任
期
中
に
議
会
改
革

に
関
す
る
多
面
的
な
検
討
を
深
め
て

「
喬
木
村
議
会
基
本
条
例
」を
制
定
す

る
こ
と
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
か
ら
は
今
回

い
た
だ
い
た
各
種
の
ご
意
見
も
十
分

参
考
に
し
、
目
指
す
検
討
項
目
の
中

味
を
深
め
、
論
議
を
尽
く
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
後
と
も
懇
談
の
機
会

を
も
ち
、
時
に
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形

式
も
と
り
入
れ
な
が
ら
、
議
会
と
し

て
の
あ
る
べ
き
姿
と
方
向
性
な
ど
適

時
に
ご
報
告
し
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　

今
回
の
特
集
号
に
つ
き
ま
し
て
は
、

村
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
出
さ
れ
た
ご

意
見
や
考
え
方
を
ま
ず
知
っ
て
い
た

だ
く
べ
く
発
行
い
た
し
ま
し
た
。
意

の
あ
る
と
こ
ろ
を
お
く
み
と
り
い
た

だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
参
考
に
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
目
通
願
え
れ
ば
幸
い

で
あ
り
ま
す
。
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（
１
）村
民
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
議
会
の
あ
り
方
と
は

　
　

何
か 

〜
評
価
さ
れ
る
議
会
の
あ
り
方
は
。

①
今
回
の
議
員
選
挙
は
な
ぜ
無
投
票

に
な
っ
た
の
か
、
総
括
は
し
た
の

か
。 

（
北
）

②
議
員
は
区
会
、
地
区
か
ら
の
要
望

を
把
握
し
て
い
る
か
。（
寺
の
前
）

③
議
員
は
住
民
の
代
表
と
な
っ
て
い

る
の
か
。 

（
寺
の
前
）

④
議
会
基
本
条
例
は
本
当
に
必
要
か
。

そ
れ
よ
り
住
民
に
飛
び
込
み
意
見

を
聞
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

 

（
寺
の
前
）

⑤
村
の
将
来
に
渡
っ
て
夢
や
ビ
ジ
ョ

ン
を
描
く
議
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

 

（
上
平
）

⑥
な
ぜ
今
、議
会
改
革
を
す
る
の
か
。

 

（
大
和
知
）

⑦
議
会
改
革
は
村
民
か
ら
の
要
請
か
、

議
会
自
ら
行
っ
た
の
か
。

 

（
大
和
知
）

⑧
各
議
員
の
抱
負
の
公
開
は
で
き
な

い
か
。 

（
町
・
郭
）

⑨
議
員
と
し
て
の
活
動
報
告
が
見
え

な
い
。 

（
町
・
郭
）

⑩
む
ら
づ
く
り
委
員
会
の
検
討
経
過

を
議
会
も
傍
聴
し
て
い
る
の
で
、

今
後
の
活
動
に
反
映
さ
れ
て
く
る

の
で
大
き
な
進
歩
だ
と
思
う
。

 

（
町
・
郭
）

⑪
地
区
に
議
員
が
い
な
い
。
常
に
村

民
の
意
見
を
聞
い
て
議
会
報
告
を

し
て
ほ
し
い
。 

（
帰
牛
原
）

⑫
議
員
は
村
内
を
回
っ
て
い
な
い
。
村

内
を
区
分
け
し
て
回
っ
た
ら
ど
う

か
。 

（
帰
牛
原
）

⑬
「
今
ま
で
の
議
論
の
中
味
」
の
、

ま
と
め
は
い
つ
ま
で
か
。
住
民
意

見
の
疎
通
、
伝
達
に
は
っ
き
り
し

た
も
の
が
無
い
。
議
員
、
村
民
が

知
恵
を
出
し
合
っ
て
条
例
化
し
て

も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

 

（
馬
場
・
両
平
）

⑭
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
議
員
に
立
候
補

で
き
る
法
の
整
備
（
休
職
、
復
職

等
）
が
必
要
。

 

（
馬
場
・
両
平
、
富
田
）

⑮
議
会
改
革
の
意
見
を
求
め
て
き
た

が
、
今
回
の
議
会
改
革
に
敬
意
を

表
し
て
い
る
。
取
組
を
評
価
し
、

良
い
方
向
に
持
っ
て
行
っ
て
ほ
し

い
。 

（
伊
久
間
、
加
々
須
）

⑯
村
の
事
業
仕
分
け
を
議
会
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

 

（
伊
久
間
）

⑰
議
会
報
告
会
は
必
要
だ
、
村
の
１

会
場
で
年
２
回
以
上
開
い
て
ほ
し

い
。 

（
伊
久
間
、
富
田
）

⑱
議
会
懇
談
会
の
資
料
を
事
前
に
配

布
す
る
の
が
良
か
っ
た
と
思
う
。

 

（
氏
乗
）

⑲
地
区
の
イ
ベ
ン
ト
に
、
議
員
は
出

席
し
て
地
域
の
熱
意
を
感
じ
て
も

ら
い
た
い
。 

（
氏
乗
）

⑳
議
員
は
村
内
の
様
子
を
把
握
す
る

た
め
、
常
に
地
域
に
出
か
け
村
民

の
意
見
を
聞
く
こ
と
も
必
要
だ
。

（
加
々
須
）・
地
域
を
回
っ
て
の
活

動
も
必
要
だ
。 

（
南
）

�　

議
会
改
革
の
先
進
地
の
栗
山
町

を
参
考
に
。（
加
々
須
）

�
議
会
改
革
の
中
身
が
幅
広
い
、絞
っ

て
い
く
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

 

（
南
）

�
議
会
改
革
の
め
ざ
す
方
向
を
わ
か

り
や
す
く
す
る
方
向
で
。（
富
田
）

�
議
会
改
革
に
つ
い
て
村
民
に
わ
か

り
や
す
く
す
る
。 

（
富
田
）

�
村
民
か
ら
意
見
集
約
し
民
意
の
反

映
を
。 

（
富
田
）

�
５
年
、　

年
後
を
見
据
え
た
条
例

１０

に
し
て
も
ら
い
た
い
。 

（
富
田
）

�
議
員
は　

年
位
前
迄
は
名
誉
職

１０

だ
っ
た
が
、
今
は
名
誉
職
で
は
な

い
の
で
し
っ
か
り
や
っ
て
ほ
し
い
。

 

（
富
田
）

�
今
回
無
投
票
だ
っ
た
が
議
員
は
自

信
を
持
っ
て
や
っ
て
ほ
し
い
。（
南
）

�
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て
は
少
子

化
、
高
齢
化
が
大
変
な
問
題
だ
が

ど
う
取
り
組
む
の
か
。 

（
富
田
）

�
本
会
議
、
委
員
会
等
は
、
つ
っ
こ

ん
だ
議
論
を
し
て
頂
き
た
い
。

 

（
富
田
）

�
女
性
議
員
は
１
人
だ
が
ど
う
考
え

る
か
。 

（
伊
久
間
）
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（
２
）村
政
に
対
す
る
監
視
、評
価
機
能（
チ
ェ
ッ
ク
機
能
）

　
　

を
高
め
る
に
は
ど
う
す
べ
き
か
。

①
天
下
り
的
な
人
事
配
置
が
あ
っ
た

が
、
質
疑
が
ど
こ
ま
で
で
き
て
い

る
の
か
。
充
分
議
論
し
て
ほ
し
い
。

 

（
北
）

②
村
の
定
年
退
職
者
が
、
天
下
り
な

の
か
村
の
職
に
就
い
て
い
る
。
議

会
は
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
。
人

事
に
議
会
は
関
係
す
る
の
か
。

 

（
伊
久
間
）

③
天
下
り
の
と
ら
え
方
を
さ
れ
る
事

は
、
村
の
職
員
退
職
者
が
関
係
す

る
職
に
就
く
こ
と
が
多
い
こ
と
で
、

一
般
住
民
か
ら
の
起
用
す
る
よ
う

議
会
か
ら
意
見
を
出
し
て
ほ
し
い
。

　
 

（
伊
久
間
）

④
入
札
価
格
の
適
正
化
を
議
会
は
ど

う
判
断
し
て
い
る
の
か
。（
上
平
）

⑤
村
政
懇
談
会
の
あ
り
方
を
議
会
で

も
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
に
。（
上
平
）

⑥
議
員
は
全
般
に
渡
っ
て
オ
ー
ル
マ

イ
テ
ィ
な
考
え
方
で
や
っ
て
い
く

様
に
、も
っ
と
勉
強
を
。（
大
和
知
）

⑦
村
の
振
興
計
画
の
見
な
お
し
で
、

評
価
シ
ー
ト
を
表
に
出
し
、
議
会

と
し
て
も
う
少
し
踏
み
込
ん
で
チ
ッ

ク
を
し
て
ほ
し
い
。 

（
町
・
郭
）

（
３
）政
策
立
案
機
能
を
ど
う
育
て
対
応
す
べ
き
か
。

①
過
去
に
議
案
の
修
正
実
績
は
あ
る

か
。 

（
北
）

②
議
員
の
権
利
の
中
で
条
例
、
判
定

等
の
提
案
権
、
予
算
の
組
替
案
な

（
４
）議
会
運
営
の
あ
り
方
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

①
本
会
議
だ
け
の
傍
聴
で
な
く
、
他

の
会
議
な
ど
を
公
開
す
れ
ば
よ
い

と
思
う
が 

（
北
）

②
休
日
・
夜
間
・
子
ど
も
議
会
な
ど

の
本
会
議
開
催
は
考
え
て
い
な
い

の
か
。

 （
北
、馬
場
・
両
平
、伊
久
間
、田
上
川
）

③
議
会
の
傍
聴
に
い
き
な
り
行
っ
て

も
、
資
料
が
な
い
と
聞
い
て
も
解

ら
な
い
。 

（
町
・
郭
）

④
事
前
に
資
料
を
配
付
し
、皆
が
知
っ

て
お
れ
ば
親
し
み
を
持
ち
考
え
て

行
け
る
と
思
う 

（
馬
場
・
両
平
）

⑤
議
会
の
日
程
や
議
案
、
議
事
録
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
す
る

こ
と
が
必
要
。

 

（
伊
久
間
、
馬
場
・
両
平
）

ど
を
。 

（
大
和
知
）

③
高
い
所
か
ら
見
る
議
員
提
案
が
大

切
で
あ
る
。
将
来
構
想
を
描
い
て

ほ
し
い
。 

（
馬
場
・
両
平
）
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（
５
）一
般
質
問
の
あ
り
方

①
内
容
の
あ
る
質
問
と
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
や
理
事
者
に
対
す
る
焦
点

が
欠
け
て
い
る
質
問
も
あ
り
長
い

と
苦
痛
に
な
る
、
今
後
、
尚
一
層

の
一
般
質
問
の
充
実
を
図
る
様
に
。

 

（
大
島
、
馬
場
・
両
平
）

②
議
長
と
議
員
の
や
り
と
り
が
聞
き

苦
し
か
っ
た
。 

（
上
平
）

③
質
問
の
制
限
が
あ
る
が
、
言
い
放

し
、
そ
の
先
の
経
過
を
は
っ
き
り

し
て
も
ら
い
た
い
。 

（
町
・
郭
）

④
同
じ
質
問
す
る
こ
と
は
仕
方
が
な

い
の
か
。 

（
帰
牛
原
）

⑤
時
間
は
。 

（
馬
場
・
両
平
）

⑥
反
問
権
、
議
員
の
強
い
意
志
が
あ

る
の
か
。 

（
馬
場
・
両
平
）

⑦
質
問
の
内
容
は
個
人
の
考
え
か
、

住
民
の
要
望
か
。 

（
南
）

⑧
年
４
回
だ
か
ら
大
変
だ
と
思
う
が

村
長
の
考
え
を
た
だ
す
に
は
良
い

機
会
だ
。 

（
加
々
須
）

⑨
毎
回
や
ら
な
く
て
も
良
い
が
地
域

の
身
近
な
問
題
を
質
問
し
て
頂
き

た
い
。 

（
加
々
須
）

⑩
傍
聴
は
あ
る
か
。 

（
富
田
）

（
６
）メ
デ
ィ
ア
の
利
活
用

①
イ
チ
ゴ
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
、
動
画
対

応
が
豊
丘
・
高
森
と
比
較
し
て
立

ち
遅
れ
て
い
る
が
、
議
会
で
検
討

し
て
い
る
の
か
。 

（
北
）

②
議
会
定
例
会
の
い
ま
ま
で
の
議
論

の
中
味
に
つ
い
て
結
論
は
報
告
さ

れ
る
の
か
。 

（
北
）

③
イ
チ
ゴ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
議
会
の
様

子
を
放
送
す
る
と
住
民
の
議
会
に

又
行
政
に
対
し
て
関
心
が
高
ま
る

の
で
は
。 

（
上
平
）

④
議
会
の
様
子
を
テ
レ
ビ
化
に
実
現

す
る
よ
う
検
討
を
。 

（
富
田
）

⑤
議
会
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
に

は
イ
チ
ゴ
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
く
り
ん

ネ
ッ
ト
は
な
か
な
か
聞
い
た
り
し

な
い
の
で
、
議
会
だ
よ
り
を
見
や

す
く
し
て
頂
き
た
い
。（
田
上
川
）

（
７
）議
員
の
自
己
啓
発
と
し
て
の

　
　

調
査
研
修
の
あ
り
方
は
。

①
公
約
の
実
現
化
。（
寺
の
前
）

②
村
議
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
、

自
立
を
し
た
村
だ
か
ら
主
張
的
に

行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
必
要
。（
大

島
）

③
委
員
会
研
修
を
公
費
で
行
っ
て
い

る
が
、
課
題
等
レ
ポ
ー
ト
の
公
表

は
。（
町
・
郭
）

④
政
務
調
査
費
は
む
ら
っ
て
い
な
い

の
か
。（
田
上
川
）

（
８
）議
員
同
士
の
自
由
闊
達
な
討
議

①
議
員
同
士
の
自
由
闊
達
な
討
議
は

し
て
い
な
い
の
か
。 

（
南
）

②
議
員
同
士
の
自
由
闊
達
な
討
議
を

行
え
る
よ
う
な
基
本
条
例
を
作
っ

て
頂
き
た
い
。 

（
富
田
）
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①
報
酬
に
対
し
て
、
ど
の
様
に
考
え

て
い
る
の
か
。
安
く
す
る
の
か
高

く
す
る
の
か
、
考
え
方
は
。（
北
）

②
議
員
定
数
を
ど
う
思
う
か
。

 

（
寺
の
前
）

③
議
員
は
報
酬
と
は
別
に
日
当
を
も

ら
っ
て
い
る
の
か
。 

（
寺
の
前
）

④
無
投
票
は
今
後
避
け
る
べ
き
、
若

い
人
達
の
議
会
へ
の
参
加（
起
用
、

登
用
）
を
望
む
が
、
報
酬
と
の
関

係
、
定
数
の
問
題
を
ど
う
考
え
る

か
。 

（
大
島
）

⑤
議
員
の
定
数
を
増
や
し
た
ら
ど
う

か
。 

（
帰
牛
原
、
伊
久
間
）

⑥
議
員　

名
か
ら　

名
に
な
っ
て
各

１８

１２

議
員
の
仕
事
の
負
担
は
ど
う
か
。

 

（
帰
牛
原
）

⑦
議
員
報
酬
は
誰
が
決
め
る
の
か
。

 

（
帰
牛
原
、
富
田
）

⑧
議
員
報
酬
は
活
動
に
見
合
っ
た
も

の
か
。 

（
帰
牛
原
）

⑨
議
員
報
酬
を
あ
ま
り
下
げ
る
べ
き

で
な
い
。
他
の
職
業
が
無
け
れ
ば

議
員
に
な
れ
な
い
。 

（
帰
牛
原
）

⑩
議
員
の
報
酬
を
ど
の
よ
う
に
見
て

い
る
の
か
。 

（
伊
久
間
）

⑪
報
酬
は
村
税
の
何
％
を
基
準
に
。

（　

）議
会
事
務
局
体
制
に
つ
い
て

１０

①
議
会
事
務
局
の
体
制
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。 

（
南
）

（　

）執
行
機
関
と
の
か
か
わ
り
方

１１

①
全
国
の
中
で
、
阿
久
根
、
大
阪
、

愛
知
県
の
市
長
や
知
事
と
議
会
の

関
係
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
。

 

（
大
島
、
伊
久
間
、
田
上
川
）

②
議
員
が
む
ら
づ
く
り
委
員
会
参
加

し
た
こ
と
に
疑
問
を
い
だ
く
。

 

（
大
和
知
）

③
議
員
と
区
会
と
の
兼
務
に
つ
い
て

支
障
が
あ
る
の
か
。 

（
町
・
郭
）

④
議
員
と
区
会
の
両
立
は
個
人
の
能

力
に
係
わ
る
こ
と
で
、
区
と
し
て

は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
う
。

 

（
町
・
郭
）

⑤
ア
ス
テ
ィ
た
か
ぎ
の
跡
地
を
公
園

に
す
る
た
め
に
６
０
０
０
万
円
を

議
会
が
認
め
た
の
か
。

 

（
帰
牛
原
、
上
平
、
加
々
須
）

⑥
区
会
執
行
部
と
議
会
議
員
と
の
兼

務
の
場
合
は
議
員
に
専
念
す
る
べ

き
だ
。 

（
南
）

⑦
ア
ス
テ
ィ
た
か
ぎ
の
跡
地
の
管
理

に
つ
い
て
、
村
の
中
に
は
維
持
管

理
の
多
額
な
費
用
が
か
か
る
が
議

会
は
ど
う
判
断
し
て
購
入
に
賛
成

し
た
か
。 

（
上
平
）

⑧
区
長
会
と
議
会
の
関
係
に
つ
い
て

は
そ
れ
ぞ
れ
の
区
会
、
自
治
会
と

直
接
話
し
合
っ
た
方
が
良
い
。

 

（
南
）

 

（
伊
久
間
）

⑫
今
の
議
員
定
数
（　

人
）
は
適
正

１２

だ
。 

（
富
田
）

⑬
理
事
者
、議
員
報
酬
は
い
く
ら
か
。

 

（
田
上
川
）

⑭
議
員
の
活
動
日
数
は
ど
の
位
か
。

 

（
田
上
川
）

⑮
現
行
の
報
酬
で
は
大
変
だ
。

 

（
田
上
川
）

⑯
田
上
川
地
区
で
は
議
員
は
い
な
く

て
も
不
都
合
は
感
じ
な
い
。

⑰
議
員
定
数
が　

人
か
ら
一
気
に　

１８

１２

人
に
な
っ
て
大
変
だ
。（
加
々
須
）

⑱
今
迄
は
ほ
と
ん
ど
が
地
域
の
代
表

が
多
か
っ
た
が
、
定
数
削
減
さ
れ

自
分
の
地
域
か
ら
は
議
員
が
い
な

い
場
合
は
余
計
無
関
心
に
な
る
の

で
は
。 

（
加
々
須
）

⑲　

人
の
議
員
を
う
ま
く
地
域
に
当

１２て
は
め
て
は
ど
う
か
。（
加
々
須
）

⑳
今
の
議
員
報
酬
は
安
い
、
あ
る
程

度
の
報
酬
を
出
さ
な
い
と
若
者
が

議
員
に
は
な
れ
な
い
。（
加
々
須
）

（
９
）議
員
定
数
、報
酬
に
つ
い
て
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（　

）そ
の
他

１２

①
今
回
の
班
編
制
に
意
図
は
あ
る
の

か
。
地
元
出
身
者
を
入
れ
た
ら
ど

う
か
。 

（
北
）

②
火
葬
場
の
検
討
が
頓
挫
し
て
い
る

が
、
議
会
と
し
て
検
討
し
て
い
る

の
か
。 

（
北
、
田
上
川
）

③
議
会
改
革
は
、
松
川
町
で
取
り
組

ん
で
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
他

の
町
村
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

 

（
町
・
郭
）

④
議
会
は
広
域
連
合
と
の
関
わ
り
が

あ
る
の
か
。 

（
町
・
郭
）

⑤
町
は
郭
と
別
に
し
て
、
町
の
地
区

と
し
て
開
催
さ
れ
た
い
。

 

（
町
・
郭
）

⑥
議
員
年
金
問
題
を
議
会
で
研
究
し

た
こ
と
が
あ
る
の
か
。
無
か
っ
た

ら
研
究
し
て
も
ら
い
た
い
。

 

（
馬
場
・
両
平
）

⑦
議
会
集
落
懇
談
会
の
今
ま
で
の
出

席
状
況
・
意
見
は
ど
う
か
。

 

（
馬
場
・
両
平
、
田
上
川
）

⑧
広
域
連
合
で
「
あ
れ
ち
う
り
」
一

斉
駆
除
の
取
組
を
検
討
を
し
て
ほ

し
い
。 

（
氏
乗
）

⑨
今
回
の
懇
談
会
に
出
た
意
見
を
集

約
し
て
発
表
し
て
頂
き
た
い
。（
南
）

⑩
火
葬
場
の
建
設
を
な
る
べ
く
早
く

し
て
頂
き
た
い
。 

（
南
）

⑪
役
場
・
議
員
の
新
年
会
、
懇
親
会

の
場
所
は
村
内
を
使
う
よ
う
に
。

 

（
南
）

⑫
会
議
の
方
法
は
良
か
っ
た
、
し
か

し
整
理
を
し
て
出
し
た
方
が
良
い
。

 

（
南
）

⑬
行
政
に
携
わ
っ
た
者
で
な
い
と
な

か
な
か
村
の
情
報
が
わ
か
ら
な
い

し
関
心
が
な
い
。 

（
加
々
須
）

⑭
村
の
審
議
会
に
村
会
議
員
が
は
い
っ

て
い
る
が
見
直
し
を
し
て
頂
き
た

い
。 

（
加
々
須
）（
富
田
）

⑮
議
会
改
革
の
取
り
組
み
を
期
待
し

て
い
ま
す
。 

（
加
々
須
）
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月　

日
か
ら
村
内　

会
場
で
集

１０

１２

１４

落
懇
談
会
の
意
見
集
約
を
特
集
号
と

し
て
今
回
発
刊
し
ま
し
た
。
今
、
全

国
的
に
議
会
改
革
の
気
運
が
高
ま
っ

て
飯
伊
地
方
で
も
自
治
基
本
条
例
や

議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
た
り
、
今

後
制
定
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
町
村
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
出
さ
れ
た
意
見
は
そ
の
ま

ま
に
掲
載
し
た
の
で
文
章
、
内
容
等

で
理
解
に
苦
し
む
カ
所
も
あ
る
と
思

編
集
委
員
会

委

員

長　

横

前　

豊

副
委
員
長　

小

澤　

博

委　
　

員　

元

島

賞

子

委　
　

員　

森

谷

博

之

委　
　

員　

昼
神
二
三
男

出席者数地区名月日出席者数地区名月日

13名上 平
　

月　

日

10

18

21名北　

月　

日

10

12 24名伊 久 間20名町 ・ 郭

10名大 和 知　

月　

日

10

20

27名南

17名氏 乗11名寺 の 前　

月　

日

10

13 19名富 田15名帰 牛 原

９名加 々 須

12名大 島　

月　

日

10

14 14名馬場・両平

223名合　　　　計11名田 上 川

い
ま
す
が
、
初
め
て
の
特
集
号
で
す

の
で
御
容
赦
願
い
ま
す
。
議
会
で
の

議
会
改
革
の
取
組
も
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
、
今
回
の
懇
談
会
を
皮
切
り
に

出
さ
れ
た
意
見
の
把
握
な
ど
、
今
後

議
会
内
で
検
討
を
し
、
２
年
後
に
喬

木
村
な
り
の
議
会
基
本
条
例
が
で
き

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
懇
談
会
の
中
に
も
、
住
民

に
議
会
内
容
を
わ
か
り
易
く
知
ら
せ

る
た
め
、
議
会
だ
よ
り
の
更
な
る
充

実
を
求
め
る
意
見
も
出
て
い
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
の
重
要
性
を
適
切
に
感

じ
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
編
集
委
員
は

頑
張
る
覚
悟
で
す
。

懇談会出席状況

飯田市議会中島議長による勉強会

これからの主なスケジュール

平成23年 先進地視察

 シンポジウム開催

 集落懇談会

平成24年 村内主団体との懇談会

 集落懇談会

平成25年 ３月議会基本条例制定




